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”伊豆田 子の漁業 II

林 竹 継

伊豆田子の漁業は、沿岸漁業、或は沖合漁業に依存する多くの日本漁村の中にあって、古くか

ら鰹釣遠洋漁栗召依存 して来たという点で特長的な漁村である。遠洋漁業は、現在は、既に漁業

内部からの発展とい うより も、外部からの大資本にとつて代 られている場合が多いのであるが、

田子の漁業の 場合はその点について も例外で ある。地元漁業者の手によって発展を続けて来た と

いう事である。

そのような事が、多 くの局院者の注目を浴びて来た大きな理由のようであるが、小川徹教授 も

若かりし頃調査研究されて、詳細な調査ノートを持って おられる よう である。実はこの研究の契

機になったのも、小川教授の 「田子は而白いぞ」という示唆によって行った ものである。

調査期閉は、昭和 33年 8月下旬の 4日間だけであったが、とりあえず調査結果から田子憔業

の概略を紹介したいと思 う。

序

．苓細な経営の多い日本漁業の中にあって、まぐろ延総漁村、底曳漁村、あぐり網涼村、絹燃］漁

村などにおいて は、かなり資本制生差の発展をみせている。明治期に入つて、漁業市場の拡大と、

それに伴う漁民或は漁業経営者の増大は、当然漁場の拡大を余儀なくされたのであったが、従来

から の和船による漁場拡大はすでに行き詰 りの状態を示す場合が多かった。特に沖合、或は遠洋

を漁場とす る漁業においては尚更のことであったo

明治 40年前後に始まる漁船の動力化、大型化、或は漁船設備の改良などが、この行詰 りを打

開 し、一陪の発展を図る為の不可欠の条件であったのである。 この漁船の動力化を中心とする漁

業牛産様式の変革は、生産性の飛踊的発展をみせたという点で、こ の期はま さに日本漁業の一大

革命期となったが、 それはま た、古くから多くの漁村、とりわけ沖合漁村や遠洋漁村の匝亡を囮

然 と決定した時代ともなったと考えられる。

漁船の動力化、大型化、或は漁船設備の改良に は、多大 の資本投奇を必要 としたのであったが、

一般的には、漁家の資本蓄栢がそれに及 ばなかったので ある。また、漁民の共同出資による経営

もみられるのであるが、新しく 興つた大資本漁業の市場進出は、漁村における小資本漁業への大

きな圧迫ともなった。
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勿給、古い多くの漁村は、漁場拡大、 流通関係、経営様式，港濫臨設な どの点において、 近代

漁業への条件はそれぞれ異なったものではあったが、それにして も、一艘的には資本訂翌、立は

外部資本の移入と、流通関係が、多くの漁村の盛哀を決定 した有力な要因とみられる。

いずれに して も、日本漁業発展の過程で、特定漁村の盛衰が如何なる亭情のも とで行われたか

の研究は、個 幻の漁村について綿密な実態調査によらなければならないが、とにかく、明治40

年前後を契槻として、沖合漁村や遠洋漁村の盛衰の割される事実は注目に値すると思われる。

衰退の一途を辿つた例と して、 前回千葉県白浜町を報告したが、ここでとり あげる田子の場合

はその反対の好例である。 遠洋小漁村としての田子漁業が、漁業革命期を如何に乗 り切り 、近代

漁村への発展を続 けてい るかという点に問題をしぽつて報告したい。

I 田子村の概禎

田子村は、昭和 31年 3月31日、隣村の仁料村と合併 し、 西伊豆町 と改名したので、正し

くは静岡県賀茂郡西伊豆町大字田子と呼ぷぺきである。

町役場は旧仁料村にあ り、1日田子村には支所が置かれている 。どちらも海辺に位置 している

が、田子の漁村に対して、仁料は どちらかといえば農村である。

旧田子村は又 2つの部落に分れ、奥ま つた大田子 21 7戸（昭 32年）はかなり縣村的であ

るのに対して、田子湾をとりま・＜井田子 87 7戸 （昭 32年）は典型的な漁村である。

（第 1表） 田子村産業別世帯人口及び産業別就労人口 昭和 33.1 0. iJ. 

林
鉱 竺建□製 ＿ 小卸 金惣険＇け不」＇運治 公信 IサI ^  .Lヽ合 計 1農 I狩 漁 I無

売保 通益 ス 務

世 帯数110981721 111 ; 605 

゜
41 1 37 109 1 

゜
38 66 151 3 

就労人員|27731491I 30 (5 9.7"i'o) 0 i I 68 (124.56%7 ) 288 8 0 68192 18 

゜I I 1143 
0 3 17 10 0 0 3 7 

゜゚
就労割合 100.0 1 8 1 4 1 

（第 2表） 産業別金額割合 （昭8~13年 6ヶ年 乎均）

儘 差） i (養蚕） I (畜産） （水 産） （林 産） 江 産） 合 計

(％） T s2 ¥ ， 1.6 0.7 7 7.6 2.4 12.5 100.0 
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（第 3表） 水 産業種類別 金額高 昭 14 

遠 洋漁業 912,375円 8 1. 8 a;o 

沿岸漁業 4 0, 5 4 3 3. 6 

加工 製 造 162,681 1 4. 6 

合計 1, 1 1 s. 5 9 9 1 0 0. 0 

（第 4表） 遠 洋 派業 価格高内訳 昭 14 

力、つ お 5 1 1, 2 3 0円 5 6. 0"/0 

め じ 1 4 2, 2 2 0 1 5. 6 

さ ば 1 3 8, 7 8 0 1 5. 2 

ま ぐ ろ 6 7, 5 0 0 7. 4 

む ろ 5 2, 6 4 5 5. 8 

合計 9 1 2, 3 7 5 1 0 0. Q. 

第 3表、及び第 4表 によって田子の漁業内容をみれば、絹寮］遠洋漁村と呼んでよい ものである。

面積が6.3 k町村内 の人口密度 99 0人は都市的である。部落における家屋密集度の高い事は

漁村の通例であるが、それにして も井田子の場合は他にあまり類例をみない程の密集を示している。

伊豆西海岸ば逹上交通の困難な土地で、現在のパ ス道路の全通 したのはやっと昭和 7年 11月

の事である。 しかし又、反面戸田、土肥、宇久須、安良里、田子、栂埼など、旧火口と思われる

円形の天然良港に恵まれ、海上交通は古くから盛んに行われてきた。明治中期以前の廻船、明治

後期以降の汽船会社が海上交通の主要な役割を果 して きたが、特に田子の場合は、廻船の時代か

ら全国主要寄港地の一つに数えられ、諸国廻船から揚げられる物行を西海岸一帯に卸売する中継

地 として賑わったといわれる。現在、村内に大阪屋、阿波屋、吊張屋等多 くの国名屋号が残ってい

い るが、当時の船宿、或は問屋出先の名残 りだと いわれている。

II 漁業の発展過程

耕地の多い奥まった太田子部落に対して、 耕地を殆んど持たない井田子部落が、寛政の頃すで

に略3倍の人口 を有 したといわれる。 この時は当時既に多くの専業漁民の存在 していた事を物語

るものである。

又、延喜式伊豆国献する貨物に、堅魚、堅魚煎汁があったといわれる し、 或は又、松崎町大之
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宮 （伊那下神社）に保存される建居元年の文杏に、蛸潔｝2．陵云 々の文字がみ られるなどからし

ても、伊豆におけるP堅魚業の歴史は古いもののようである。

江戸時代における田子の漁業は、 既囮等、鮪~とりわけ

蛭が主な漁獲物であり 、これを当時の粗雑氾堅節に製造し、廻船や押送船によって江戸へ出荷

していた。 しかし、製造法四且悪な伊豆の追痴は、江戸における市場価格が一段と低廉なもの

であったといわれる。

現在みられるよ うな伊豆節の製造法は、享和元年、隣村安良里村の高木五郎右衛門が土佐か

らの技術遥入に成功し改良の結果発展をみたものだといわれるが、以後、伊豆節が先進諸地方

咲狸節と市場価格を競うようになったという こと は、伊豆における堡坑魚業を一陪発展させる契

機となった。

※ 伊豆節の製造高は田子が最大である。 最近田子の製品は田子節として も通るようになっ

た。

田子における江戸時代の渇邸業は、釣と網との二方法が行われ、船は何れも肩巾八尺程度の

ものが使用されたと いわれる。又、漁獲物は歩合制によって分配されたが、代は部落の慣行に

よって規制されていた。

※ 部落的慣行によって 規制される歩合制はむしろ代が制とよぷぺきであろう。 代分制 と歩

合制の違いは、前者の部落的規制に対して、 後者は船頭が一切の権限を持つ船頭制 と結

びつくこと である。

※ 絹網の場合は、水揚金よ り2分5厘を津元世話料とし、 更に諸経費を差引いた残りを代

割とする。 代割方法は、株主 2代漁夫 1代、舘船 4代、世話代 （株主の所得） 1代。

※釣漁の場合は船3艘と諸網、釣具、食料、薪炭など一切船主持ちで9．代、船頭1代半、

漁夫一代。
3 1 

※ 年少者の場合は17才以上 1代、 16オー代、 15オ半代、以下一代
4 4 

明治中期頃、房州白浜では鮪延縄船を後家鑓と呼んだ。和船による漁場の拡大が安全の限界

を越えて避難が頻々と起つた事を物誇るも のなのであ る。田子漁業において も、江戸末期、新

しい睾節製造の技術迎入に成功 し、 培駁魚業の発展をみせたのであったが、早晩和船によ る漁湯

拡大の困難車に突き当つてしまった。明治中期頃はすでに行き詰り の状熊であったといわれる

が、これを打開し一層の発展を図る為には、漁船の動力化、大型化、或は漁船設備の改良など

が必須の条件であっ た。

しかし、当時階陪 分解の進んでいなかった日本漁業の一般的な内部においては、漁業近代促
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進の為の資本の欠除の問類、個 の々漁村に動力船操作の技術嘩入の問題など、大きな制約があ

ったのである。このような制約を田子漁業が如何に克服 して近代化の方向を とったかという点

に関しては、田子初代村長山本忠助の功綾が特筆されなければならない。彼は、村政発展の立

場か ら田子における蛭漁業の遂年の詞数を心労し、 諸地方の遠洋漁業の視察をしたり 、明治

3 6年、大阪市の市内巡航船をみては追漁業の発展は漁船動力化以外にないこ とを派民に力説

した り、或は、大阪より 動力船に関する技師を招聘したりなど最 も租極的な漁業近代化の運動

を行ってい る。 更に、漁船動力化の資金として、 船主に 3ケ年間無利子の金を個人の資産から

貸し与え ている。勁力化推進途上である明治39年、田子村に大火災が起り 、漁家の多い井田

子部落が大半焼け尽されて漁業近代化の大打源 と なっ たが、 その折、 山本忠~助は所有山林の大

半 を抵当にして資金を作り、再び多くの船主に資本を貸 し与えた。こうして、明治 41年田子

村における動力漁船数は西洋型動力船 6隻、和船改良動力船 13隻、計19隻と、 当時の漁村

としては多くの類例をみない動力化を行ってい るのであ る。

※ 山本忠助家は田子における有数の資産家である。漁業経営は行ったことがない。田畑の

所有 は2、3町歩に過ぎないが山林は他町村にまで相当所有 してい る。

漁船動力化と 共に、当然漁場の著しい拡大をみると共 に漁獲高の飛臨的発展をみたが、動力

化が早く行われたという事は、田子における近代漁業への道を有利なもの とした。

※ 動力化を進め る過程で機関士を大阪方面から給料をもつて 蒻入れたが、これが代割の部

落的規制を破るもの となった し新しい賃金形態を生んでいく 契機となった。

皿 漁業 の現状

田子における有動力漁船数は、昭和 33年8月現在において 41隻である。 うち、 30噸以

上のものは28隻を占めていて、 これらはすぺて墜 1本釣に経営の主体をおいてい る。 さらに、

乗組員数の割合も、漁獲別金額高の割合も、共に｛過瑕魚業が圧倒的に高 く、 ｛座釣漁村としての特

色を設厚に持つてい る。

偉の漁期は、 4月から 8月にかけて の5ヶ月 間であるが、他に有力な漁業を持つていないと

いう点で、喫の盟漁、不漁は村の景気を左右してい る。

現在の漁場は図で示す茂囲であるが、一回の出漁操業日数は百噸級以上のもので 17~8日

間、 3~ 40噸級で 10間前後である。 したがつて、 食料、燃料、飼料饂などの仕込み額 も大

きく、 10 0噸級で一回の仕込額 が略 40万円程度も かかつている。船主にとつて、この多額

な操業資金は、その調達において以前 は！達節製造業者である力まやなり 、或は都市のi挫節問屋な

＾ - 1 5 -
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（第 5表 ） 漁痰別金額高 昭和 2 8年

金 額 金額割合 経営体数 従事者数 年間操業日数

さ ん ま 5 7万円 0.4% 1 3 4人 2 5日

む ろ 1,1 1 9 7.1 1 0 306 8 3 1 

え び 1 3 0. 1 1 3 95 

かつお 1 4, 2 1 9 9 0. 6 1 2 4 4 0 2, 3 5 6 

ま ぐ ろ 1 7 1 1.1 2 3 9 1 0 7 

伊先釣 3 8 0. 2 1 5 1 4 3 

天 草採取 7 6 0.5 1 4 1 5 7 

合 計 1 5, 6 9 4 1 0 0.0 

りに依存するこ となどによって、経営の主体性が著しく 失われたり、或は買いたたかれた りの

不利を蒙る場合が多かった といわれるが、田子漁業協同組合発展の過程で、證資にまっわる悪条

件は完全に排除されてしまつた。

水瘍は、勿論操業や統海の部合による場合もあるけれども、概ね市場価格の高い港に行われ

る。田子港では、俎の年平均水楊両が4(j万貫前後であ る。田子港に水視された｛程は、すべてi魚

協を通じて地元業者 （かまや）の入札応附されていて、船主の個人取引は漁協の取決めで厳禁

されている。この場合、個人取引の為にあえて他港への水揚が、船主にとつてあながち有利な

もの とはなっていない。

※ 組合への水揚実鞘によってその船主への朦資額が増減されるからである。

乗組は、同族血緑関係の色彩が極めて浪厚で、どの船についても乗組中の半以上がその よう

な関係を持つてい る。

藤傭灸件についてみると、月 々4千円租度が最低保償金として給与さ れ、他は漁の如何に よ

る配当を行っている。配当 は、大仲経費を差引いた後代別けを行う 最低保償大仲歩合制であ る。

※ 百噸級で は大仲経費を引いた後、船主代 50代、船頭 1• 3代、船長、機関長、無線

長1 • 2:代、漁夫 1代とされる。

この場合、血縁的乗組の構成が、村における漁夫賃金を不統ーなものにしているという事は

ない。田子船主組合なるものがあり、船主すぺての協課のも とに凸凹のない共通 した雇傭条件

がみられるのである。 したがつて、 以前の代割についての部落的規制は既に姿を没したとはい
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うものの、船主組合は新 しい形で部落的規制を再現しているともみられる。叉一方、 船主組合

のそのような動きは、船頭が賃金決定の実権を握るいわゆる船頭制の出現を阻止するも のとも

なっている。

さらに、性格の確かな船主組合に対して、被傭者である漁夫の組合が、団体としてのまとま

りを より欠いているともみられるのであるが、その点については、同族血縁的乗組構成である

串、資本制漁業生産の未発達である事などを指摘出来る。

いずれにして も、田子の坐漁業は近代的漁業方式によっていることからみれば、賃金形態は

より遅れているといえる。しかし、一油的な 日本の沿岸、或は沖合漁業にみら れる歩缶制 の賃

金形態に比較すれば、最低保償制がみられるだけ、より近代化の方向にある といえるものであ

ろう。

IVか まや

田子における浮節製造高は全国的にも優位を占め、陪岡県下では焼津 と共に二大産地となって

ている。 迅節製造業者をかまや とよんでいるが、田子におけるかまや数は第 6表の ようにな

つてい る。

（南 6表 ） か まや規模別 数

（盛泊 時扁 （店 人 員 ）

4 0 ~ 5 0人

2 0 ~ 3 0 

1 0 ~ 2 0 

家族主体

昭 33年

合 計

（かま や 数 ）‘

4軒

7 

1 2 

1 3 

3 6 ' 

田子の｛坐漁業が、先進諸地方の紐蔀と匹適するよう芯逍i節製造の新技術習得に成功 したこと

が、田子漁業発展の一時期を割したと述ぺた。睾の場合、鮮魚販売はきわめて僅少であり、大

部分が加工され商品化されるものである。その点、鮮魚販売が主であるま ぐろ遠洋漁村 とは流

通上で大きな相異を持つているものである。明治後期、市場への交通条件により恵まれた漁港

に進出 した外部からの資本制遠洋漁業に対して、古い遠洋漁付の対抗力はそれぞれ異な るもの
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であったが、伍有漁村に比較して、 絹漁村の方が流通上の相異から対抗力が強かったと考えられ

るのである。 この事は、古い遠洋漁村の衰微が、迅鶉村よ り鮪漁村の方に多いと思われる事か

らもうかがう事が出来る。

特に田子の場合、市場への輪送条件が恵 まれていたとはいえない。 鮮魚のように翰送時間を

争うものではな く、 製品論送に多額の運賃 を要する ものでもないことによって、逆に田子の よ

うな避村での加工が、労賃その他の割安から くるコスト安の点でむしろ有利でさえあったと考

えられる。

かまやは、全員をもつて田子｛涅節業協同組合 を結成している。組合員としての義務は、加入

出資金ーロ 25, 0 0 0円以上納入すること。 製品の販光は必ず組合を通すこと 、である。権利

は、融資斡旋 を受けられること、荷造資材の廉価購入と魚肥の有利な販売幹旋を受けられる こ

となどであ る。

この組合の活動は至って盛んで、義務の履行を徹底 して果させることから得 られる組合利益

金を信用として、 利息の安い資本を取付け、組合員に相当潤沢な融資幹旋を行ってい る。 この

組合の活発な迎営 がすべてのかまやを都市の問屋からの独立を可能なものとしている。 又かま

やの割合順調な経営 は、地元での被儲機会 を多 くしているということであり、 （特に婦女子の）

苦 しい漁夫家計の大きな補いとなってい る場合 が多い。

※ かまやの発展が漁夫家計の補いの機会 を提供してい るとはいうものの、反面では、漁

夫組合などの団結を弱める逆な作用も していると思われる。

v 組 合

田子漁業協同組合についていえば、組合員数千 2百 35名 （昭 33)である。 昭和 32年度

業務報告密によれば、組合員出資金 2千4百数万円 、積立金 7百数万円、預金一舘 5千数十万

円である。 これに対して、 借入金の合計が 1俄 5千 2百数十万円となつている。組合員数の規

模からみれば、このような多額な資金の運用を行ってい る漁協は、他にあま り類例をみないも

のであろう。

遠洋漁業においては、まず近代的装備を持つ漁船が生命で ある。田子のような小漁村が、三

崎、焼津などを始めとする大資本漁業との競争に堪え、或は劣らぬ発展の途を歩むためには、 ・

とりわけ資本調達が順調に行われるかどうかにかかつているといつてよい。したがつて、漁民は結

束して組合を強化しなければならないし、 組合は預金をふやし、自已資金の菩積を増加する一

方、対外的信用を獲得して資本流入を円滑にしなければならない。
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その点、田子漁協の運営は活発である。

田子港に水楊された魚はすぺて漁協を通させ、入札によって有利な販売を行 う一方、漁業経

営者に対する資金の調達幹旋のほか、消費組合的な購買事業を活発に行っている。

漁業協同組合の外に、田子遠洋漁業協同組合 と田子漁船建造組合なるものがある。

前者は大型船主によって構成される ものであり 、後者はより小型の船主をも含む組合である。

いずれも構成員が船主のみに限定されるものであって、 要するに村外からの資金調達の為の便

宜上設立された組合である。しかし、例えば後者の組合であるが、水揚貯金 と称して田子港水

揚時には水揚高の 40％という為くぺき高率な預金約束を組合定款にうたつている。資本蓄積

とぞD信用によ る資本流入の円滑化に異常 と思われる程の努力をしてい るのである。

※ 対外的信用の対外とは、主として信用漁業協同組合連合会 と農林中央金庫を指す。

田子漁業協同組合の事業方針は、資金調達を中心に漁業経営者の利益に偏しているとも みら

れる ものである。 しか し、田子における遠洋漁業が今日の隆盛をみせてい る最大の要素は、組

合 のそのような運営にある と考えられる。又遠洋漁村の漁民にとつては、乗組にあぷれないで

近代漁船に乗組める こと こそ最も切実な問類であろう。 事実田子における漁民の値町村出稼ぎ

は年間を通 じて殆ん どみられないのである。

組合 内部には、なお多 くの問領があるに しても、田子漁協の遁営方針は遠洋漁村の一つの特

殊性 ともみらるべき ものであろ う。

それだけでなく、零細な小漁村が、如何にして漁業近代化の方向を目 指すかという課阻に対

して、田子派業は一つの在り方をしてい るとも考 えられる。

C餓者は昭和 30年度大学院卒）
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